
１．はじめに

本年３月１１日に発生しました東日本大震災
につきましては，被災された多くの皆様にお見
舞い申し上げます。東北地方や北関東には，多
くの先進部素材企業の生産拠点がございます。
エネルギー供給の問題で計画停電などを実施し
たことで生産量が低減し，これにより多くのセ
ットメーカに影響が及びました。２０１０年７月
の中国による大幅なレアアース輸出枠の削減等
に続き，ここでも，日本だけでなく世界の製造
産業にとって，日本の先進部素材産業がサプラ
イチェーンの中核産業を担っていることが再度
認識されました。

２．レアメタル・レアアースとは

レアメタルは，地球上の存在量が希である
か，技術的・経済的な理由で抽出が困難な金属
のうち，工業需要が現に存在する（今後見込ま
れる）ため，安定供給の確保が政策的に重要で
あるものを，鉱業審議会においてレアメタルと
して，現在３１種類が対象とされています。レ
アアースは，３１鉱種あるレアメタルの一種
で，１７種類の元素（希土類）の総称です。
レアメタル，レアアースは，ハイブリッド自

動車モーター用高性能磁石に用いられるネオジ
ウムや，ジスプロシウム，液晶パネルの透明電
極に用いられるインジウムなど，自動車，ＩＴ
製品等の製造に不可欠な素材であり，我が国の
産業競争力の要であります。
このため，経済産業省では，①非鉄金属資源

の探鉱・開発，②リサイクルの推進，③代替材
料等の開発，④レアメタル備蓄により，中長期
的かつ持続的に鉱物資源の安定供給の確保に取
り組んでいます。
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３．希少金属代替材料開発プロジェクト

本プロジェクトでは，希少金属の機能を，よ
り豊富に存在する資源に代替，もしくはその使
用量を大幅に削減する技術を開発する。プロジ
ェクト実施に先立ち，レアメタル・レアアース
の鉱種リスク調査として，供給，需要，価格，
集中度，リサイクル率の５つの評価軸とカント
リーリスク，産業競争力への影響，技術シーズ
の有無の３つの政策評価軸で，鉱種・用途を選
定し，鉱種・用途毎にレアメタルの使用原単位
を低減できる製造技術の確立を目標とした。こ
れら目標に対し，実施者を公募・採択し，現在
までの進捗は次のとおり。
（平成１９年度開始テーマ）
○透明電極用のインジウム代替材料開発

大型液晶ディスプレイ等に使用される透明電
極用のインジウム使用量を５０％低減する開発
最終目標に対し，約７５％を低減する代替材料
として酸化亜鉛を用いた革新的材料や，成膜技

術等を開発し，２０インチパネルの少量試作に
成功した。

○超硬工具向けタングステン使用量低減技術・
代替材料開発

超硬工具（切削工具）の刃先部のみを超硬合
金にした複合構造化手法を用いてタングステン
の使用量を削減する技術を開発し，超硬合金と
セラミックスからなる「ハイブリッド切削工
具」の試作に成功した（タングステン削減量
２０％以上に相当）。

○高保磁力磁石用のジスプロシウム使用量低減
技術開発

ハイブリッドカー，家電製品等の高保磁力磁

レアメタル・レアアースと代替材料開発対象鉱種
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石用に使用されるジスプロシウムの使用量を
３０％低減する開発最終目標に対し，約４０％低
減する技術を１年前倒しで確立した。本研究の
達成により，ジスプロシウム使用量を極力低減
させた組成で，高耐熱性および高磁力特性を併
せ持つネオジム－鉄－ボロン系焼結磁石の開発
が可能となり，ハイブリッド自動車駆動用等の
大型モーターの大量生産および高性能・低価格
化で，省エネへも貢献することが期待される。

（平成２１年度開始テーマ）
○研磨剤用セリウム使用量低減技術開発

従来ガラス研磨に使用されてきた多孔質ウレ
タン樹脂研磨パッドの代わりに新たに開発した
多孔質エポキシ樹脂研磨パッドを使用すること
により，２倍以上のガラス研磨能率が達成され
ることをラボレベルで確認した。

○自動車排ガス触媒用白金族使用量低減技術・
代替材料開発

自動車の排ガス触媒に使用される白金属の削
減に触媒反応解析技術などをベースとした基盤
研究から，コーティングなどの触媒部材化技術
や排ガス浄化システム設計などを組み合わせ，
プロトタイプ触媒製造に必要な技術を開発し，
白金属使用量を５０％以上低減することを目標
とし，これまでに複数のテーマで，研究室レベ
ルで１０％の使用量低減技術を確立した。

○蛍光灯向けテルビウム・ユーロピウム使用量
低減技術開発

蛍光灯の蛍光体に使用されるテルビウム・ユ
ウロピウムを蛍光体の組成改良，ガラス部材，
製造プロセス等の研究テーマを組み合わせるこ
とで，８０％以上低減することを目標とし，こ
れまでに複数のテーマで，研究室レベルで１０
～２０％の使用量低減技術を確立した。

４．中国のレアアース輸出枠大幅削減

レアアースは，中国が低コスト生産により，
生産規模を拡大した結果，レアアースの世界供
給の約９７％を占め，我が国は，レアースの供

中国のレアアース輸出相手国

レアアース生産国の推移
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給の９０％強（２００９年）を中国に依存している。
そのような中，２０１０年７月８日に中国商務部
は，同年下期のレアアース輸出枠を約８０００ト
ンと公表し，これは半期ベースでは従来の１／
３で約７割減であり，年間としては４割減であ
った。

５．レアアース総合対策

２０１０年７月の中国による大幅なレアアース
輸出枠の削減，９月下旬以降の中国からのレア
アース貨物の対日輸出の停滞を受け，１０月の
経済対策において，レアアース等鉱物資源確保
対策として，次の４つの補正予算で総額１０００
億円を計上しました。
・希少金属（レアアース等）の代替・削減技術
開発（１２０億円）技術開発による「代替化」
と「使用量低減」の加速

・レアアース等利用産業等設備導入事業（４２０
億円）レアアース等の輸入量変化に大きく影
響されない産業構造を形成するために，使用
量削減のための設備・プロセス導入，国内で
のリサイクル設備導入等

・レアアース鉱山開発加速化資源国協力事業
（２０億円）日本企業が参加する海外レアアー
ス鉱山（カザフ，ベトナム等）の開発加速

・独立行政法人石油天然ガス・金属鉱物資源機
構出資金（３００億円）政府による JOGMEC
への出資等によりレアアース鉱山の開発，権
益確保を行う

６．希少金属（レアアース等）の代替・
削減技術開発事業

２２年度補正予算の希少金属（レアアース等）
の代替・削減技術開発事業は，レアアース等の
輸入量の変化に大きく影響されない産業構造を
形成することが急務であることから，レアアー
ス等の使用量を低減する技術や代替物質の実用
化を加速するため，助成と委託の２つのスキー
ムにより実施。
○助成事業…レアメタル代替・削減技術実用化

への集中支援
レアアース等の供給不足に直面する民間企業

が，緊急・集中的に取り組む生産現場などでの
代替・削減・再生技術開発に対し，公平・中立
な評価により絞り込んだ実用化技術開発を支援
する。
平成２２年１２月１３日～平成２３年１月２６日

の公募期間中に寄せられた申請（全１０７件）に
対し，外部有識者による厳正な評価及び審査を
経て，５９件の採択を決定した。

助成事業の用途・鉱種別採択件数内訳

○委託事業…「希少金属代替技術開発プロジェ
クトの拡充」
既存プロジェクトの研究開発強化，取り組み

済鉱種に対する研究課題追加などによる研究の
拡充を実施するとともに，２テーマの新規研究
開発項目を追加し，平成２２年１２月２８日～平
成２３年１月２８日の公募期間中に寄せられた９
件の提案に対し，外部有識者による厳正な評価
および審査を経て，次の３件の委託先を決定し
た。
・排ガス浄化用触媒のセリウム量低減代替技術

６

NEW GLASS Vol．２６ No．２２０１１



の開発（採択事業者：国立大学法人名古屋工
業大学，他）

・高次構造制御による酸化セリウム機能向上技
術および代替材料技術を活用したセリウム使
用量低減技術開発（採択事業者：国立大学法
人東北大学，他）

・グラフェンの高品質大量合成と応用技術を活
用した透明電極向けインジウム代替技術の開
発（採択実施者：技術研究組合単層ＣＮＴ融

合新材料研究開発機構）

７．おわり

先進部素材産業は，今後ますますグローバル
な競争が激しくなると思われますが，日本が誇
る先進部素材産業をさらに強化するため，引き
続き先端部素材産業のための政策などを検討し
て参りたいと思います。
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